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昨年度のアンケートと比べても 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ な が り 

                                校長  関  幸治 

 先日行った全校朝会において、計画委員会からユニセフ募金の話がありました。クイズ形

式で、募金したお金の使い道がよく分かる内容になっていました。子どもたちも、自分たち

が募金するお金が有効に使われることを知り、協力していこうとする気持ちが大きく芽生え

たのではないかと思います。（募金額は 85,489 円となりました。） 

 この話があった日から遡ること１か月前、こんなことがありました。２年生の男の子から

「僕は将来ユニセフの仕事がしたいと思っています。今から何かできることはないですか。」

と質問を受けました。青南小学校では毎年ユニセフの募金活動を行っているので、その活動

で協力できるということを話しました。その男の子には大きな夢があるらしく、目を輝かせ

て聞いていました。そして、全校朝会のすぐ後でした。その男の子から、「ユニセフに協力し

たいです。何かやりたいです。」と話しかけられました。「明日から募金活動が始まるので、

高学年のお兄さん、お姉さんと一緒にやらせてもらったら。」と言いました。その男の子は、

募金活動の初日には、朝早くから登校し、計画委員の子どもたちに参加の交渉をしていまし

た。大きな声を出し、喜々として行っている姿を見てとても嬉しく思いました。募金活動２

日目を終えた後、計画委員長の６年生と話しました。「少しまだ小さいけれど、いい跡継ぎが

できたのでは。」と言ったときの委員長の笑顔がとても素敵でした。 

 毎年行っているユニセフ募金ですが、このような意識をもって取り組んでくれている子ど

もたちが出てきてくれたこと、継続して行ってきた成果が現れたのだと思います。６年生が

積み上げてきてくれたものを、５年生が引き継ぎ、それをまたさらに引き継いでいく、これ

が青南小学校の伝統なのだと思います。縦割り班活動も同じです。今まで中心となってきた

６年生から、５年生にリーダーが代わりました。まだまだリーダーとしての動きはぎこちな

いですが、班をまとめよう、よりよい班活動にしていこうという意欲は強く感じます。大い

に期待していきたいと思っています。 

 いよいよ３月３日（土）には『ありがとう６年生』があります。今まで活躍してくれた６

年生に在校生が感謝の気持ちを表します。各学年から大きなプレゼントです。そして、６年

生からは、今まで引き継いできた伝統を後に続く在校生に託す儀式があります。それぞれの

思いを受けた『ありがとう６年生』の会は、きっと温かなものとなるでしょう。今からとて

も楽しみです。そして２２日（木）は卒業式、２３日（金）は修了式です。一日一日を大切

にして、しっかりとそれぞれの学年のまとめと、次の学年への準備を行っていきます。 

 今年度も、子どもたちは保護者・地域の皆様に見守られながら成長してきました。赤坂警

察署、赤坂消防署、青山地区委員会、各町会、ＰＴＡの皆様には大変お世話になりました。

子どもたちは皆様に支えられながら自分たちが地域で学んでいることを実感できたと思いま

す。この１年、本校の教育活動にお力添えをいただきありがとうございます。来年度も充実

した教育活動を行っていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

平成３０年３月１日 

港区立青南小学校 

校長  関  幸治 
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３月の生活目標 
【身のまわりをきれいにしよう】 

生活指導部 

 身のまわりの整理・整とんをすると、気

持ちがすっきりします。また、身のまわり

が片付くことで頭も整理され、物事に落ち

着いて取り組めるようになることもありま

す。 

 今年度も、残り１か月となりました。こ

の１年間を振り返りながら自分の身のまわ

りにあるものを整理し、自分の成長を確か

めたり、次の学年に向けての準備を行った

りしてほしいと思います。学校では、自分

の机やロッカーだけでなく、１年間使った

教室も全員で大掃除し、きれいにします。 

 ご家庭でも、今年度の作文や図工の作品、

ノート等を整理・整とんすることで、お子

さんの頑張りや成長を共に確認するよい機

会にしていただけたらと思います。 

 

 

《３月行事予定》 
1日(木) 縦割り班活動  

委員会活動（5.6年下校 15:25） 

2日(金) ありがとうＳＥＩＮＡＮ 

     1～5年 4時間授業 

3日(土) 土曜授業 草田男展終 

ありがとう 6年生 

     1/2成人式(4年) 

青山中スプリングコンサート 14:30～  

5日(月) 全校朝会 

6日(火) 理科・家庭科出前授業(5年) 

7日(水) Ｂ時程  クラブ活動 

3 年クラブ見学(アートクラブのみ)  

8日(木)  お話ポケット(1～3年) 

     低学年卒業式(2年) 

     保護者会(全学年) 

9日(金)  ミニコンサート(中休み・昼休み）  
12日(月)  全校朝会 

ミニコンサート(中休み・昼休み）  
14日(水) Ｂ時程 
17日(土) 土曜授業 児童集会 
19日(月) 全校朝会 

卒業式リハーサル 
     (1～4年 4時間授業) 

20日(火) 大掃除(5校時) 給食終 
21日(水) 春分の日 
22日(木) 卒業式(10:00～) 

5.6年のみ登校 
23日(金) B時程 

修了式(3時間授業) 
26日(月) 春季休業日始 
※今月の避難訓練は予告なしで行います。 
 
平成 30年度 
4月 5日(木) 新 6年登校 

入学式準備 
6日(金) 始業式 入学式 

9日(月) 給食始(1年生以外) 
 
 
 
 

中村草田男展 

国語部 

「降る雪や 明治は遠く なりにけり」 

 これは、本校の玄関の句碑に刻まれてい

る、中村草田男さんの有名な一句です。本

校の卒業生である草田男さんは、この句碑

が完成した日に、実際に本校においでにな

り、純真な小学生の心を永久に失うまいと

の願いが込められているものだと語ってお

られます。 

 さて、本校では、毎年２月に草田男展と

称し、俳句を作って鑑賞しています。各学

年教室前廊下と各階段にある掲示板に作品

を展示しています。どの俳句にも、今の子

供たちにしか見ることのできないもの、感

じられないものが詠まれており、その世界

に引き込まれます。毎年、この時期が楽し

みです。 
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「働く」ことについて考えよう〔６年〕  

 ６年生の総合的な学習の時間では、「箱根移動教室を成功させよう」「生き方を学ぼう」

に取り組んできました。自分たちの住む地域と箱根の違いや、箱根の魅力を感じ下級生に

伝える活動を行ったり、青南保育室で乳幼児たちに楽しんでもらえるような関わり方を調

べ、交流を行ったりしてきました。他地域や他者との関わりの中で、自己の生き方を考え

てきました。 

 ３学期には、これまで学び、身に付けてきたことを生かしながら、「『働く』ことについ

て考えよう」というテーマで学習に取り組んでいます。子供たちにとってみれば、イメー

ジが湧きづらいテーマではありますが、自分の興味のある仕事やあこがれている仕事とは

実際にはどのような仕事内容なのか、その仕事に就くためにどうしたらよいのかを調べて

きました。２月２１日（水）東京都社会保険労務士の方をゲストティーチャーとして「働

くキホン教室」を行って頂きました。どうして大人は働くのかについてのお話から、働く

ときに大切なことについて教えていただきました。 

「自ら積極的にやること」「役割を果たすこと」「力を合 

わせて助け合うこと」この３点の大切さや具体的な方法 

を知り、子供たちもこれからの未来に向けての準備を進 

めています。青南小学校での生活も残りわずかとなりま 

した。将来を見据えた活動になるよう深めていきたいと 

思います。 
 

〔１年〕 

 入学して間もなく１年が過ぎようとしています。可愛かった１年生もとてもたくましく

なりました。２月は、学校公開や幼稚園交流もあり、成長を感じました。 

 学校公開の１日目は、理科教育公開講座で生活科を行いました。「よく回る風車を作ろ

う」ということで、紙コップを使い、切り込みを入れて風車を作りました。はねの折り方

を気を付けないとよく回る風車ができません。折り直したり、作り直したりしながら作り、

よく回ったときは大喜びでした。２日目は「たこ作り」をし、思い思いに願いを込めた絵

を描きました。よく上がり、これも大感激でした。 

 幼稚園交流では、１年生体験をしてもらおうと、準備をしました。「ランドセルを背負

って、出し入れをしてもらおう。」「教科書を見せて、勉強すること教えてあげよう。」「鉛

筆の持ち方を教えてあげよう。」など、いろいろなアイデアが出て、当日はクラスやグル

ープで決めたことを行いました。園児たちは、とても喜んでくれ、１年生もお兄さん、 

お姉さんとして、頼もしい姿を見せてくれました。 
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～くらしに見つけ くらしに広げる理科学習～ 理科公開講座 

 今この瞬間にも新しい発見が生まれています。科学の担い手としてこの力を生かすのが

子供たちです。家庭、地域、学校が共に、理科の学びをくらしに広げ、科学の芽を育てて

いけるようにとの思いを込めて理科公開講座に取り組みました。一校時の体験ブースでは、

「何気なく見ていたことも学習につながるんですね。」とのお声が聞かれました。二校時に、

選択学習を取り入れた学年では、それぞれの活動を報告し合う姿が、見られました。三校

時は三名の鯨類の研究者の先生方に、子供たちの質問に 

お答えいただきました。鯨類の体の作りに加えて、「研究 

職につくには？」等、将来の仕事につながるお話を伺いま 

した。「研究者の先生はもっと堅いイメージでしたが、考 

えが変わりました。」という声が聞かれました。たくさんの 

ご協力、参観ありがとうございました。 

  

 

 

〔パソコンクラブ〕 

 パソコンクラブでは、Pepper君のプログ

ラミングや制作を行ってきました。 

 Pepperのプログラミングは、行っていく

につれて、動きと音声が合う面白さや、新し

い指示の出し方を学んでいました。 

 制作では気に入ったイラストをラミレー

トして、しおりや下敷きを作ったり、カレン

ダーを作っ 

たりしまし 

た。 

〔図書委員会〕 

 図書委員会では、休み時間の図書館での本の貸し出し、返却作業を行っています。 

全校児童が気持ちよく図書室を使えるように本棚の整理や、多くの人に本を読んでもらう

ために、紹介カードを作成しています。みんなで気持ちよく図書館で読書ができるよう、

図書委員の児童が積極的に図書館利用者に声を掛けるなど、責任感をもって活動する姿が

見られています。また、開校記念週間 

では、先生方の小さい頃好きだった本 

を聞き、まとめる活動行いました。こ 

れからも、多くの児童が快適に図書館 

を利用できるよう活動していきます。 

        

〔科学クラブ〕 

 科学クラブでは、子供たちが行いたい実

験を決めて、取り組んでいます。実験器具

の取り扱いにまだ慣れていない４年生は、

６年生が助け協力して活動しています。今

までに、紙トンボやブーメランを作って遊

んだり、人工イクラやスーパーボール、ハ

ンドクリームなどを作ったり、薬品を使っ

て燃焼実験をしたりしました。 

「どうなるかな？」 

という気持ちを大 

事に楽しく活動を 

しています。 

 

 

 


